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3-1 事前研究  
































































































    
 
仏龕奥の正面壁に描かれた光背の周囲と側壁全体に錫箔を貼った。また、ラピスラズリ鉱を粉砕した青
色顔料や、人工的な塩化銅であるアタカマイトの緑色顔料など当時のキジルで使われていた色材を使用
したことは復元の精度を高めた。 
 何韵旺氏は、様々な採光条件に復元模造を設置して錫箔の効果を検証した。その結果、石窟の入口か
ら差し込む自然光が床面に当たって仏龕へと届き、仏像や光背の周囲に貼られた錫箔が光を反射するこ
とで、あたかも釈迦の背後から光が発せられているかのような効果がもたらされることが実証された。 
 破損が著しい文化財を対象とした本研究が立てた仮説は、残存する物的な手掛かりを積み上げたもの
ではないが、復元模造を制作することによって仮説の可能性を実証するという方法論を提示した。そう
した方法論の実践は、何韵旺氏の充分な造形技術とキジル石窟での現場感覚によって遂行されたもので
ある。文化財研究の新たな方法論を立案し、自ら実践した本研究の成果を博士の学位に相当するものと
認める。 
 
